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要　　旨
　我が国の感染管理，チーム医療に関連した先行研究の動向を明らかにするために，医学中央雑誌，CINAHL，








































































































年 8 月現在）による検索結果を表 2 に示した．キー
ワード「Infection control」を固定とし，「Norovirus 
outbreak」76 件，「nurse」4，336 件，「doctor」344











注目しており，2005 年～ 2009 年に 8 件，2010 年～











が3件（松尾 , 2011: 高橋 , 2005: 奥田 , 2011）であった．
また，看護記録およびカルテ・検査データから，多職種
の関わり，感染管理におけるチーム医療を行う上での混
乱などの実態調査が 1件（シュワルツ , 2011），感染管
理認定看護師による半構造的面接の内容から，活動を行
う上での困難な状況の関連要因を明らかにした質的研究








































（Infection Control Team：以下 ICT とする）の研修会
やプログラムの介入研究で，効果や手指衛生の指導な
ど教育指導に関するものが多かった（四宮 , 2016: 大 , 
2005: 前田 , 2010: 吉田 , 2013）．また，中心静脈カテー
テルを挿入している患者を対象に，微生物の検出数と感
染管理の問題点の実態調査 1件（太田 , 2012），尿道カ
テーテル管理についての実態調査 1件（西田 , 2010），
看護学生の実習記録による感染管理の学びを分類したも















































米 国 で は，1946 年 に Center for Disease Contorol 
and Prevention（以下：CDC）が設立され，これまで科
学的根拠に基づいた CDC ガイドラインが発表されてき



















































有馬明恵（2014）: 内容分析の方法 , ナカニシヤ出版 , 東京 .
吾妻知美 , 神谷美紀子 , 岡崎美晴（2013）: チーム医療を実
践している看護師が感じる医療・協働の困難 , 甲南女子大
学研究紀要 , 7, 23-31.
細田満和子（2012）: 「チーム医療」とは何か・医療とケア
に生かす社会学からのアプローチ（第 1版）, 日本看護協
会出版会 , 東京 .
堀川俊二 , 只佐宣子 , 平原恵子 , 他 2 名（2008）: ノロウイ
ルスによる感染性胃腸炎集団発生事例の検討 , 日本農村医
学会雑誌 , 57（1）, 16-21.
深澤佳代子（2012）: 看護基礎教育における手術看護実習の
意義 , 手術医学 , 33（2）, 121-123.
古川晶子 , 尾崎良智 , 木藤克之（2008）: 大学病院でのノロ
ウイルスによる感染性胃腸炎アウトブレイクの経験 , 滋賀
医科大学雑誌 , 21（1）, 15-19.
井戸田一朗，日台裕子，菊池賢（2006）: ノーウォーク様ウ
イルスに起因する急性胃腸炎の院内集団発生事例につい





control measures for norovirus:a systematic review of 
outbreaks in semi-enclosed settings, Journal of Hospital 
Infection, 74, 1-9.
陣田泰子（2012）: 「チーム医療」の中で看護を見直す , 看
護実践の科学 , 37（9）, 6-19.
菊池清 , 大日康史 , 菅原民枝 , 他 2 名（2007）: 院内感染早
期探知のための症候群サーベイランスの基礎的研究 , 感染
症学雑誌 , 81（2）, 162-172.















厚生労働省（2014）: 医療機関における院内対策について , 
　https://www.pref.aichi.jp/uploaded/attachment/44155.
pdf, Jan.18.2016.
前田修子 , 滝内隆子 , 小松妙子（2010）: 訪問看護師を対象
とした感染管理の医療・指導に関する研修会の評価 , 日本
在宅ケア学会誌 , 13（2）, 85-92.
松尾佳那 , 吉永正夫 , 吉満佳子 , 他 1 名（2011）: 本院にお
ける ICT 活動とMRSA，多剤耐性緑膿菌検出数に関する研






イギリス3病院の脳卒中病棟から― , 立命館人間科学研究 , 
11, 11-24．
西田真由子 , 内海桃絵 , 牧本清子（2010）: 全国の病院にお
ける感染管理体制と尿道留置カテーテル管理についての実
態調査 , 日本環境感染学会誌 , 25（1）, 41-46.
奥田美香（2011）: 多剤耐性緑膿菌（MDRP）感染患者
への対応―感染管理の課題と精神的援助の振り返り―，
EMERGENCY CARE, 24（11）, 105-110.
大野達子 , 山内康子 , 田安義昌 , 他 3 名（2011）: 訓練にお
ける感染予防策への取り組み―感染ベストプラクティスの
作成― , 秋田理学療法 , 19（1）, 45-49.
大西司 , 足立満（2007）: 教育病院における胃腸炎アウトブ
レイクへの対応 , 感染症学雑誌 , 81（6）, 689-694.
太田和子 , 前田さゆり , 佐藤謙太郎 , 他 5 名（2012）: 中心
静脈カテーテル感染サーベイランスの動向と問題点 , 検査
機器・試薬 , 35（1）, 111-119.
大重育美（2005）: ワーキンググループ制導入によるリンク




指して , 岩見沢市立総合病院医誌 , 41（1）, 17-19.
四宮聡（2016）: 創処置標準化による標準予防策の推進 , 日
本手術医学会誌 , 37（1）, 38-39.
杉山直子 , 高島淳生 , 橋本浩伸 , 他 4 名（2010）: チーム医
療を考える―MDアンダーソンがんセンターを見学して
― , 癌と化学療法 , 37（4）, 753-757.
鈴木陽子（2012）: 高齢者ケア施設における感染管理の課
題と看護職に期待される役割 , 自立支援介護学 , 6（1）, 
52-55.




ター看護師自治会看護研究部会看護研究集録 , 16, 13-15.
S.Korte, A.Pettke,A.Kossow et al.（2016）: Norovirus 
outbreak management: how much cohorting is necessary, 
Journal of Hospital Infection, 92（3）, 259-262.
高橋嘉寛 , 汐月良江 , 入江英治 , 他 5 名（2005）: 熊本県に
おける感染対策に対する薬剤師の関与・意識に関する調査 , 
日本病院薬剤師会雑誌 , 41（7）, 883-885.
高見陽子 , 栗原慎太郎 , 塚本美鈴（2010）: ノロウイルス院
内集団食中毒による看護職員の2次感染発生と患者ケア状
況との関連 , 日本環境感染学会誌 , 25（1）,27-31.
田村由美編著（2012）: 新しいチーム医療 - 看護とインター
プロフェッショナル・ワーク入門 , 看護の科学社 , 東京 .
田代隆良 , 浦田秀子（2008）: ノロウイルスと集団感染対策 , 
保健学研究 , 20（2）, 1-8．
辻明良，洪愛子，湯澤八江（2005）: 高齢者介護施設におけ
る感染管理のあり方に関する研究報告書 , 平成 16 年度厚
生労働科学特別研究事業 .
山下ひろ子 , 小山田玲子 , 奥直子 , 他 2 名（2012）: 感染性
胃腸炎患者の早期隔離と院内集団感染回避に関する観察研
究 , 日本環境感染学会誌 , 27（5）, 333-34.
休波茂子（2014）: 認定看護師が認識する感染管理の専門
的実践とその影響要因 , 日本環境感染学会誌 , 29（3）, 
172-182.
